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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成26年8月21日(2014.8.21)

【公開番号】特開2013-199121(P2013-199121A)
【公開日】平成25年10月3日(2013.10.3)
【年通号数】公開・登録公報2013-054
【出願番号】特願2013-104079(P2013-104079)
【国際特許分類】
   Ｂ２９Ｃ  45/50     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   7/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  77/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  67/02     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  45/60     (2006.01)
   Ｂ２９Ｋ 105/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２９Ｃ  45/50    　　　　
   Ｃ０８Ｌ 101/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   7/02    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  77/06    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  67/02    　　　　
   Ｂ２９Ｃ  45/60    　　　　
   Ｂ２９Ｋ 105:06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月8日(2014.7.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）非晶性熱可塑性樹脂７０～３５重量％および（Ｂ）断面が下記式による扁平率２．
３以上の長円形である強化繊維３０～６５重量％を含む熱可塑性樹脂組成物からなり、成
形品中の強化繊維の重量平均繊維長が１ｍｍ以上である成形品の製造方法において、ロー
ビング状の強化繊維に熱可塑性樹脂を被覆した後、３ｍｍ以上の長さにカットされたペレ
ットを緩圧縮なタイプのスクリューを用いて射出成形する工程を含み、
（Ａ）非晶性熱可塑性樹脂が、少なくとも、０～５０モル％のパラキシリレンジアミンと
、５０～１００モル％のメタキシリレンジアミンとからなる混合ジアミンと、炭素数６～
１２のα，ω－直鎖脂肪族ジカルボン酸との重縮合反応により得られるポリアミド樹脂を
含むことを特徴とする、繊維強化熱可塑性樹脂成形品の製造方法。
扁平率＝強化繊維長径（ａ）／強化繊維短径（ｂ）
【請求項２】
（Ｂ）強化繊維の扁平率が２．３～５である、請求項１に記載の繊維強化熱可塑性樹脂成
形品の製造方法。
【請求項３】
重量平均繊維長が１～１０ｍｍである、請求項１または２に記載の繊維強化熱可塑性樹脂
成形品の製造方法。
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【請求項４】
（Ａ）非晶性熱可塑性樹脂の２０重量％以上が、０～５０モル％のパラキシリレンジアミ
ンと、５０～１００モル％のメタキシリレンジアミンとからなる混合ジアミンと、炭素数
６～１２のα、ω一直鎖脂肪族ジカルボン酸との重縮合反応により得られるポリアミド樹
脂である、請求項１～３のいずれか１項に記載の繊維強化熱可塑性樹脂成形品の製造方法
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　実施例１－１および１－２は参考例である。
【表１】

【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
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　実施例１－３～１－５は参考例である。
【表２】

【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
　実施例２－１～２－５は参考例である。
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【表４】
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